
                  Ძ 幼児期の૙育 

 

の੗ዓዻᴾݱ̬࠷・δ૙Ꮛ࠷

          ᢂỎỊ幼児期にỐẰわしいܖỎ 

ž遊びƜǉſとƸ、ᢂびにᨼ中

する中で、Ʀの子らしいႆेがဃ

かƞǕてᢂびがขまったり࠼がっ

たりしながらዒዓしてޒ᧏ƞǕて

いるཞ७のことをいいます。Ʀこ

にƸ、時間・ᆰ間・ː間のɤƭの

間ᲢまᲣが࣏ᙲです。঻をࣔǕて

「ᢂびこǉ」ほどのಏしƞをჷる

ことが「ᢂびきる」ことにƭなが

ります。 

 ž遊びきるſとƸ、ɟʴɟʴが

ᐯੱႆࠁをし、ಮŷなᓹᕲ˳᬴を

ʈりឭƑながらӐᢋと᧙わってҗ

Ўにᢂびこǈ、฼ឱज़やᢋ成ज़を

ԛわうことができているཞ७であ

るとਵƑらǕます。 

ȝǤȳȈĬ 

 ž遊びきる܇

Ʋもſ

を育࣎や੕ᆮ࣎ڈڤ 

ǈ、ᎋƑたり表ྵしたり

することのಏしƞやշび

をᆢǈ᣻ねることが大切

です。 

 Ӑᢋとたっǀりᢂƿ時間とئを̬ᨦし、࣎ǏƘまでž遊びきるſことができるǑう、ᐯႆႎ

なᢂびにƭながる࿢ؾをನ成することが࣏ᙲとなります。

 ž遊びきるſことで、ע࣎Ǒい฼ឱज़やᢋ成ज़

といったᐯࠁΪ実ज़をもƪ、ᐯЎにᐯ̮をもƭこ

とにƭながります。また、ૼたなᢂびをဃǈЈす

ǨȍȫǮȸとなっていƘのです。 

 

ӨƱなるщをםびのܖδ期Ƹ遊びを通して࠷

៲に˄ける଺期

ᴾ ᴾ ᴾ 「思考力・判断力・表現力等の基礎」ᴾ
 ᢂびの中でဃまǕたᐯЎたƪがやりたいことに
Ӽƚて、ᙸᡫしをもったり、ᚾᘍᥴᛚやپ߻をした

り、ᚕᓶでᎋƑをˡƑ合いਰりᡉりをしたりする

ኺ᬴にǑり育まǕる。 

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ 「知識及び技能の基礎」ᴾ
 ᢂびの中で、「こうすǕƹいいんƩ」というൢ˄きや「で

きた」という成ы˳᬴をᆢǈ᣻ねることにǑり、小学校ˌ

ᨀのჷ識や২Ꮱの፼ࢽのؕᄽとなるщが育まǕる。ᴾ

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ 「学びに向かう力・人間性等」ᴾ
 幼児教育で、もっとも大ʙにしてきたとこǖであり、ᢂびの中で、࣎ڈڤや੕ᆮ࣎をもって取りኵǉ、ᓹᕲ
しながら৵り合いをƭƚる、ᛅ合いをするなどのኺ᬴にǑり育まǕる。 

        幼児期に育ỚẺい᝻ឋὉᏡщửଢᄩにẴỦ ȝǤȳȈĭ 

Ჭƭの᝻ឋ・ᏡщƸ、幼児教育にƓƚるᲯ᪸؏Ტͤࡍ・ʴ間᧙̞・࿢ؾ・ᚕᓶ・表ྵᲣをᡫ

して、Ӳ園が子どものႆᢋの実ऴや子どものᐻԛや᧙࣎ሁを៊まƑながらޒ᧏する活動μ˳に

Ǒって育ǉものです。幼児期にƓいてƸ、ᐯႆႎな活動としてのᢂびの中でのᝅかな˳᬴をᡫ

して、᝻ឋ・Ꮱщを育ǉことが大切です。፼ࢽ・活ဇ・੕ᆮሁの子どもの学んでいƘᢅᆉをᙸ

ᡫした࿢ؾのನ成やɟʴɟʴのᢌいにბႸしたੲяをᘍうことが大切です。 
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ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ 「知識及び技能の基礎」ᴾ
・ׇ子のᄒƞのᛦૢᲢ੮り方・щьถᲣ 

・ႉჿをかƚる᭗ƞ、ჿの᣽のᛦራ 

・ჿの性ឋ、ᑥሁのᢌいにൢ˄Ƙ 

・ׇ子のܦ成ࡇを᭗めるためのپ߻ 

ᴾ ᴾ ᴾ 「思考力・判断力・表現力等の基礎」ᴾ
・ׇ子のЎ᫏Ტ大きƞ、ᆔ᫏Უ 

・Ӑᢋのׇ子との大きƞのൔ᠋、大きƞを合わせる 

・Ɠࡃにするためのᙸᡫし、ǢǤȇǢをЈし合う 

・ᐯЎの作ったׇ子のǤȡȸǸをˡƑる 

 Ƙ੮るᨼ中щ׍ƞないǑうにׇ子をߐ・

ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ 「学びに向かう力・人間性等」ᴾ
・Ӑᢋとᢂびを共有し、やり᡾ƛるಏしƞ、ᢋ成ज़、ᐯ̮ 

・Ӑᢋのやりたいこと、࣬いをӖܾする 

 лЎਃをして協щしながらᢂびをዓƚǑうとするࢫ・

・ӐᢋをჇ˩てӷơǑうに作りたいという࣬い 

・Ⴘႎ、ǤȡȸǸの共有        

+�� � ��

π᧏̬育の活ဇ 

Ƃπ᧏̬育・研ᆮ協議の流Ǖƃ 

Ĭ ̬育をӋᚇしながら、ねらいにせまる子どもの姿やႆᚕをȡȢしてƓƘ。 

ĭ Ĭの子どもの姿Ƹ、Ჭƭの᝻ឋ・ᏡщのいƣǕの姿なのか、3ᑥの˄ሗにЎ᫏して記λする。 

Į Ӳᐯ、意ᙸをႆ表し、Ჭƭの᝻ឋ・ᏡщにЎ᫏しながら೉ᡯኡሁにᝳり、育まǕている姿・ 

 щなどを確認する。  

į ƞらに子どものщを˦ƹすための̬育ᎍの᧙わりや࿢ؾにƭいてᎋƑる。 

Ხബ児ᲫᲪஉ  

 ჿئᢂびの᩿ئ 

  
 ჿئのჿを̅ってׇ
子ƮƘりをしてᢂんで

いた子どもたƪ。ׇ子

がたƘƞんできあがる

のがಏしƘなり、「Ɠׇ

子ދƞんにしǑう。」と

ᢂびがႆޒしているϙ

Ⴧです。 

 ǈんなでǑもƗׇ子

を作って᫢ǂたኺ᬴を

࣬いЈし、ǑもƗׇ子

やきなこもƪにᙸ立て

てᢂんでいます。 

 

       幼児期に育ỚẺい᝻ឋὉᏡщử܇Ễờの姿でਵảỦ ȝǤȳȈĮ 

ϙჇの活ဇ 

 ǯȩǹμ˳や子どもɟʴɟʴが、˴ を、どのǑうに学んでいるのかを৭੮し、࿢ؾ

のನ成やੲяをᎋƑることが大切です。Ʀのために、まƣƸ、子どもの姿をਵƑ、̬

育ᎍが意׋ႎ・計画ႎに࿢ؾをನ成することが࣏ᙲとなります。 

ᢂびの中の子どもの姿を、育ǈたいᲭƭの᝻ឋ・ᏡщでਵƑる方法にƭいて紹介します。 

       ɼ˳ႎὉݣᛅႎでขいܖỎのܱྵử׋Ủ ȝǤȳȈį 

    ɼ˳ႎ・ݣᛅႎでขい学びを実ྵするために̬育ᎍが᪽ࣞにፗƘこと 

šɟʴɟʴの子どもが˳᬴していることをྸᚐしǑうとѐめる。 

š子どもの˳᬴を̬育ᎍが共有するǑうにѐめ、共ज़する。 

šどのǑうなᐻԛや᧙࣎が子どもの࣎にဃơてきたのかをྸᚐする。 

šᢂびや˳᬴から子どもが˴を学んƩのかをྸᚐし、学びをƞらにขめたり、ႆޒƞせたりす 

 ることができるǑうな࿢ؾをನ成する。 

šある時期の˳᬴が後の時期のどのǑうな˳᬴とƭながりࢽるのか、ᙸᡫしをもƭ。 

 

 「ɼ˳ႎな学び」 

 周囲の環境に興味や関心を

もって積極的に働きかけ、見通

しをもって粘り強く取り組み、

自らの遊びを振り返って、期待

をもちながら、次につなげる。     

 「ᛅႎな学びݣ」 
 他者との関わりを深める中で、

自分の思いや考えを表現し、伝え

合ったり、考えを出し合ったり、協

力したりして自らの考えを広げ深

める。     

     「ขい学び」 
 直接的・具体的な体験の中で、「見方・

考え方」を働かせて対象と関わって心を

動かし、子どもなりのやり方やペースで

試行錯誤を繰り返し、遊びや生活を意

味あるものとして捉える。 

 ̬育ᎍがႸのЭの子どもの学びの姿をྸᚐし、

ਦݰ計画ሁに意׋ႎにဃかしていƘことで、子ど

もの˳᬴がƭながりをもƪ、学びがǑりᝅかに

なっていきます。 
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               Წ 幼̬ݱのό๖Ƴ੗ዓ ࠷δ૙Ꮛ・ݱ̬࠷の੗ዓዻᴾ

  幼児期に៲に˄ẬẺщử 

 Ỏにếễẫܖᨀのˌఄܖݱ  
ȝǤȳȈĬ 

幼児のᐯႆႎな活動であるᢂびの中の学びの姿と、小学校にƓƚるɼ˳ႎな学びの姿をႻ互に

ྸᚐし合うことが、子どものႆᢋや学びのᡲዓ性を̬ᨦし、幼̬小のό๖な੗ዓにƭながります。

 ⇓∞∕∞⇯↞⅚≖↓の「↓↙ⅿ」  

教職員の交流・

研修ሁのʴႎな

ᡲઃ及び園児と

児童の交流活動

をΪ実ƞせなが

ら、教育のƭな

がりを確̬する

教育ᛢᆉのዻ

成・実施ǁとႆ

することをめޒ

ざしています。 

幼児期の教育における成果を
小学校へ確実につなぐこと

園での体験や学びを、小学校
での学びに生かすこと

互いの教育内容を改善・充実させる
取組へと進展していくこと

Ӳ市ထ஭及びӲ小学校ғሁ

にƓƚる「めざす子どもの姿」

を共有することが、幼児期と小

学校ˌᨀの教育がƭながる৖

ੑかりとなります。 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 幼̬ݱのᡲઃƔǒ੗ዓǁ 

 ό๖↙ᡲઃ∝੗ዓの↎↰のӕኵの∃⇊∙⇮  
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Ź幼児期にƾƞわしいᢂびやဃ活をᆢǈ᣻ねることにǑり、幼児期にƓいて育ǈたい᝻ឋ・Ꮱщ 

 が育まǕている幼児のφ˳ႎな姿であり、ཎに5ബ児後ҞにᙸらǕるǑうになる姿。 

Źᢂびの中で幼児がႆᢋしていƘ姿を、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を᪽ࣞにፗい 

 てਵƑ、ɟʴɟʴのႆᢋに࣏ᙲな˳᬴がࢽらǕるǑうなཞඞをƭƘったり࣏ᙲなੲяをᘍった 

 りするなど、ਦݰをᘍう際にᎋॾすることが൭めらǕる。 

3����

      園と小学校ሁの教職員が 

            共有するᲫᲪの姿 

「̬育৑̬育ਦᤆ」 
ᇹᲬᇘ Ხ

「小学校学፼ਦݰᙲ᪸」 
ᇹᲫᇘ ዮЩ 

 ᇹᲬ Ხ  

 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（１０の姿） 

 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有する 

 

:* +�����

ȝǤȳȈĭ 

ŹПᢋႸ೅でƸなƘ、Ӳ᪮Ⴘを̾Кに取りЈし 

 てਦݰするものでもありません。 

ŹᲯബ児ƩƚでƸなƘ、ƦǕƧǕの年ᱫ・時期 

 にƾƞわしいਦݰをᆢǈ᣻ねていƘことに  

 Ǒって育ƭ姿です。 

Źすǂての子どもにӷơǑうにᙸらǕる姿でƸ 

 ありません。 

Ź小学校ሁの教職員にとってƸ、児童がɼ˳ႎ 

 にᐯࠁをႆੱしながら学びにӼかうǑうにす 

 るための教育活動の৖ੑかりとなるものです。 

 園児と児童の交流活動の際に、双方の教職員が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を意

識しながら計画・実践・研修をする方法があります。 

 鳥取市立湖山西小学校と認定こども園ひかりこども園の実践を紹介します。 

年間交流計画表の中に、双方の教職員が

交流時に大切にしたい「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」を記載し、交流活動

の打合せ・計画案作成・交流時の子どもの

姿を共有する際の視点とします。 

 

 交流活動で「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共通理解する 

園児と児童の交流活動の際、交流のねらい及びどんな子どもの姿をめざすのかを双方

の教職員が明確にし、子どもの姿を語り合うことで、互恵性のある交流活動や職員の協議

を実施することができます。 

 交流活動計画案 

交流活動後の協議 
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㻌 園と小学校の教職員が、子どもの学びを共有するために、園で作成した記᥵ᲢȉǭȥȡȳȆȸ

ǷȧȳᲣを活ဇしています。ȉǭȥȡȳȆȸǷȧȳにƸ、ཎにᙸらǕる子どもの育ƪᲢ「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」をؕにしてᲣから、ཎに̬育ᎍが᣻視した姿Ტ2᳸Ჭのᚇ点Უ

を記ᡓしています。また、ᢂびのϋܾƩƚでƸなƘ、子どもたƪなりのپ߻や̬育ᎍがどんなね

らいをもって取りኵんƩかもЎかるǑうに記載し、小学校に学びをࡽきዒƙ஬૰としています。

  ᢂ↢のɶのܖ↢を共有し⅚૙育を↓↙ⅿ           

 小学校にƓいてƸ、ཎにဃ活ᅹを中࣎としたҥΨನे、学፼のޒ᧏をᎋƑる際に、

園と小学校の教職員の協議をဃかし、すでに園でኺ᬴しているᢂびのጮりᡉしでƸな

Ƙ、Ǒりپ߻した活動、ႆޒした学びとなるǑうに計画していきます。 

 ȉǭȥȡȳȆȸǷȧȳを活ဇし、子どもの姿をؕに「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」にƭいて教職員が協議のئをもƭことにǑり、ƦǕƧǕの教育にƭいての

Ⴛ互ྸᚐにƭながっていきます。 

園が作成した記᥵ᲢȉǭȥȡȳȆȸǷȧȳᲣ 

園が作成した記᥵の活ဇ

鳥取大学᧽ޓ幼ᆐ園と鳥取大学᧽ޓ小学校にƓƚるᡲઃ・੗ዓの取ኵを紹介します。 

子どものƭƿやき 

 ̬育ᎍがཎ

に大切にした

ੲяや࿢ؾの

ನ成 

 ̬育ᎍのᛠ

ǈ取り・子ども

の学び、ኺዾ 

ȝǤȳȈĮ 

      ʙ̊からཎにᙸらǕる子どもの育ƪ 

Ტ「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」をؕにしてᲣ 

子どもの࣬い 

 を「の姿↱↘܇育て↎い」ғにⅹↀるఄܖݱ  

  共有し⅚૙育を↓↙ⅿ 

ኵጢをƭなƙ 

ʴをƭなƙ 

教育をƭなƙ 

ኵጢをƭなƙ 

実践の成ௐ 
Ź小学校ғで育てたい子どもの姿や定ბƞせたいщを共ᡫྸᚐし、о意پ߻ある実践がޒ᧏できた。園で 

 Ƹݼ学時の子どもの姿が明確になり、੗ዓ期にƓƚる活動がƞらにپ߻できるǑうになった。 

Ź小学校でƸǫȪǭȥȩȠの共有や̬育˳᬴ሁをᡫして園の教育にƭいてྸᚐがᡶǈ、幼児期にؔった 

 щをဃかすにƸどのǑうな教育ᛢᆉや学፼ޒ᧏が有јかᎋƑることができた。 

Źᡲઃのኵጢが活ႆに活動し、μ教職員がӲŷの立ئでႻ互ྸᚐの実践に᧙わることができた。 

鳥取市立ᣢ᫘小学校ғᲢᣢ᫘小学校、認定こども園鳥取ᇹʚ幼ᆐ園、鳥取市立ǈたから̬育園、

ǉƭǈ̬育園ᲣにƓƚる教育をƭなƙ実践を紹介します。

ȝǤȳȈį 
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       ੗ዓỽἼỿἷἻἲのዻ঺ửᡫしてẆ૙育ửếễẫ ȝǤȳȈİ 

 小学校とᲭƭの園が、校ғの子どもたƪの実७を៊まƑ、共ᡫの方Ӽ性をᅆす

ものとして、ݼ学Э後に校ғで育てたい子どもの姿をᅆしています。 

 小学校Ძ年ဃで定ბƞせたいщや、

幼児期の学びをဃかすȝǤȳȈሁを

ᅆしています。 

 定ბƞせたいщのᚇ点Ƹ3園と小学校が共ᡫで

すが、Ӳ園の教育・̬育方ᤆや教育・̬育Ⴘ೅、

子どもの実७に合わせ、ϋܾにƭいてƸӲ園がо

意پ߻してᅆしています。 

 また、൑年子どもの実७に合わせてોծをᘍ

い、Ӳ年ᱫのਦݰ計画Ტᧈ期・ჺ期Უǁφ˳ႎに

ƭなƛていƘなど、Ӳ園にƓƚるǫȪǭȥȩȠ・

ȞȍǸȡȳȈがΪ実・確立しています。 

 

Ძ年ဃのǹǿȸȈǫȪǭȥȩȠǁ 

年ᧈ児のਦݰ計画 

 ᲢǢȗȭȸȁǫȪǭȥȩȠᲣǁ 

Ჶ年ᧈ児後ҞᲸ ᲶᲫ年ဃٰ˞ǈまでᲸ 

 鳥取市立ᣢ᫘小学校ғの教職員がዻ成したǫȪǭȥȩȠと実践̊を紹介します。 

「育て↎い܇↘↱の姿」を共有し⅚ዻ঺し↎੗ዓ⇑∐⇓∋∏∆ 

3���

3���

Ძ年ဃのǹǿȸȈǫȪǭȥȩȠ 

年ᧈ児のਦݰ計画ᲢǢȗȭȸȁǫȪǭȥȩȠᲣ 

੗ዓǫȪǭȥȩȠで共ᡫྸᚐしたϋܾを、期案でǑりφ˳ႎ

にᅆしている̊です。 

 ཎにਃ˓が意識している点Ƹ、Ūで記載しています。 

 また、この期案をもとに、உ案・ᡵ案ሁのਦݰ計画にもƭな

ƛるǑうにしています。 

教ࠖの意識҄を׋るために、学፼をˌɦのǑうにᑥЎ

ƚをしています。 

ఒᑥᲴ幼児期の˳᬴をဃかした学፼ 

᰾ᑥᲴ学校のဃ活に᧙する学፼ 

ዯᑥᲴဃ活ᅹを中࣎とした合ᅹႎ・᧙ᡲႎな学፼ 

൦ᑥᲴ教ᅹሁを中࣎とした学፼ 

子どものᨼ中時間に合わせて、Ძҥˮ時間をЎлしな

がら、࢐щႎにᢃဇしています。 

幼児期にؔったщがဃかせたり、

してʴ間᧙̞がನሰできたり࣎ܤ

するǑうなੲяや࿢ؾのನ成をသ

意点として記載しています。 
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幼児期の学びをဃかすȝǤȳȈሁを

ᅆしています。 

 定ბƞせたいщのᚇ点Ƹ3園と小学校が共ᡫで

すが、Ӳ園の教育・̬育方ᤆや教育・̬育Ⴘ೅、

子どもの実७に合わせ、ϋܾにƭいてƸӲ園がо

意پ߻してᅆしています。 

 また、൑年子どもの実७に合わせてોծをᘍ

い、Ӳ年ᱫのਦݰ計画Ტᧈ期・ჺ期Უǁφ˳ႎに

ƭなƛていƘなど、Ӳ園にƓƚるǫȪǭȥȩȠ・

ȞȍǸȡȳȈがΪ実・確立しています。 

 

Ძ年ဃのǹǿȸȈǫȪǭȥȩȠǁ 

年ᧈ児のਦݰ計画 

 ᲢǢȗȭȸȁǫȪǭȥȩȠᲣǁ 

Ჶ年ᧈ児後ҞᲸ ᲶᲫ年ဃٰ˞ǈまでᲸ 

 鳥取市立ᣢ᫘小学校ғの教職員がዻ成したǫȪǭȥȩȠと実践̊を紹介します。 

「育て↎い܇↘↱の姿」を共有し⅚ዻ঺し↎੗ዓ⇑∐⇓∋∏∆ 

3���

3���

Ძ年ဃのǹǿȸȈǫȪǭȥȩȠ 

年ᧈ児のਦݰ計画ᲢǢȗȭȸȁǫȪǭȥȩȠᲣ 

੗ዓǫȪǭȥȩȠで共ᡫྸᚐしたϋܾを、期案でǑりφ˳ႎ

にᅆしている̊です。 

 ཎにਃ˓が意識している点Ƹ、Ūで記載しています。 

 また、この期案をもとに、உ案・ᡵ案ሁのਦݰ計画にもƭな

ƛるǑうにしています。 

教ࠖの意識҄を׋るために、学፼をˌɦのǑうにᑥЎ

ƚをしています。 

ఒᑥᲴ幼児期の˳᬴をဃかした学፼ 

᰾ᑥᲴ学校のဃ活に᧙する学፼ 

ዯᑥᲴဃ活ᅹを中࣎とした合ᅹႎ・᧙ᡲႎな学፼ 

൦ᑥᲴ教ᅹሁを中࣎とした学፼ 

子どものᨼ中時間に合わせて、Ძҥˮ時間をЎлしな

がら、࢐щႎにᢃဇしています。 

幼児期にؔったщがဃかせたり、

してʴ間᧙̞がನሰできたり࣎ܤ

するǑうなੲяや࿢ؾのನ成をသ

意点として記載しています。 
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�

�

� 園及び小学校等の教職員が、お互いの教育内容や指導・援助の方法等を理解し、それぞれの教育課

程・指導計画や指導方法を工夫・改善していくことが大切です。�

スタートカリキュラム（全体計画） 

校区の重点項目を示し、編成した接続カリキュラム 

 鳥取市立浜村小学校と鳥取市立浜村保育園では、小学校教員の保育体験や園の保育者による小

学校の授業体験、合同研修会等を通じ、互いの教育内容等を理解し合うことを大切にしています。

校区のめざす子どもの姿を共通理解し、共通実践することを決めた上で、編成したカリキュラムを

紹介します。                                        

互いの教育内容や指導・援助の

改善し く とが大切 す

アプローチカリキュラム（接続期） 

� 校区で重点を置く「人間

関係」をねらいとした活動

には、保小共通して桃色で

示しています。 

アプローチカリキュラム（全体計画） 

スタートカリキュラム（週案） 

� 幼児期の学びを生かす

支援を黄色で示し、教師

の意識付けを図ります。�

※写真は、保育者の小学校授業体験の様子�

                    Ჭ טϋᄂ̲のΪܱのƨǊに ࠷δ૙Ꮛ・ݱ̬࠷の੗ዓዻᴾ

  ಮẉễپ߻にợりטϋᄂ̲ửΪܱὉ෇ࣱ҄ẴỦ 

研修の᣻ᙲ性Ƹྸᚐしているが、μ員Ʀǖっての研修の時間確

̬Ƹᩊしい、ᙀഎ˳СがとりにƘい、ᐮ時職員の研修Ӌьがᩊし

い」ሁの実७やᛢ᫆が、どの市ထ஭、園にでもあるのでƸないで

しǐうか。 

 このǑうなᛢ᫆にݣし、Ӳ園でپ߻していることにƭいて協議

したϋܾを紹介します。  
Ჶ H30ிᢿעғ幼ᆐ園教᛼・̬育教᛼・̬育ٟሁにǑる 

         合ӷ研修˟  H30.8.8 Ჸ 

Ჶο᪽ထ̬育ݦᧉ員にǑる 

    ЈЭ研修Ჸ 

ȝǤȳȈĬ 
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�

� 園及び小学校等の教職員が、お互いの教育内容や指導・援助の方法等を理解し、それぞれの教育課

程・指導計画や指導方法を工夫・改善していくことが大切です。�

スタートカリキュラム（全体計画） 

校区の重点項目を示し、編成した接続カリキュラム 

 鳥取市立浜村小学校と鳥取市立浜村保育園では、小学校教員の保育体験や園の保育者による小

学校の授業体験、合同研修会等を通じ、互いの教育内容等を理解し合うことを大切にしています。

校区のめざす子どもの姿を共通理解し、共通実践することを決めた上で、編成したカリキュラムを

紹介します。                                        

アプローチカリキュラム（接続期） 

� 校区で重点を置く「人間

関係」をねらいとした活動

には、保小共通して桃色で

示しています。 

アプローチカリキュラム（全体計画） 

スタートカリキュラム（週案） 

� 幼児期の学びを生かす

支援を黄色で示し、教師

の意識付けを図ります。�

※写真は、保育者の小学校授業体験の様子�

                    Ჭ טϋᄂ̲のΪܱのƨǊに ࠷δ૙Ꮛ・ݱ̬࠷の੗ዓዻᴾ

  ಮẉễپ߻にợりטϋᄂ̲ửΪܱὉ෇ࣱ҄ẴỦ 

研修の᣻ᙲ性Ƹྸᚐしているが、μ員Ʀǖっての研修の時間確

̬Ƹᩊしい、ᙀഎ˳СがとりにƘい、ᐮ時職員の研修Ӌьがᩊし

い」ሁの実७やᛢ᫆が、どの市ထ஭、園にでもあるのでƸないで

しǐうか。 

 このǑうなᛢ᫆にݣし、Ӳ園でپ߻していることにƭいて協議

したϋܾを紹介します。  
Ჶ H30ிᢿעғ幼ᆐ園教᛼・̬育教᛼・̬育ٟሁにǑる 

         合ӷ研修˟  H30.8.8 Ჸ 

Ჶο᪽ထ̬育ݦᧉ員にǑる 

    ЈЭ研修Ჸ 

ȝǤȳȈĬ 
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ƶǒƍǛଢᄩƴƠƨ̬ᏋਦݰకǛ˺঺Ƣǔ 

Ƃਦݰక˺成時のȁǧȃクȝǤントƃ

š園の૙育・保育Ⴘ೅、めƟす子ども΂につながっている。  

š࠰間ਦݰᚘဒ・உకにつながっている。  

šƂねらいƃとƂ評価ƃがつながっている。  

š子どもがɼ˳的に活ѣする、遊びをつくりЈす展開となっている。  

š環境とのかかǘり方や意ԛに気付き、これらを取りᡂもうとして、ᚾ行ᥴᛚしたり、考えたりするよう

な活ѣとなっている。  

š子どもと保育者、子どもӷٟがݣᛅする場面を設定している。  

šねらいをᢋ成するための環境構成・保育者の援助をᅆしている。  

эஜ時のねらいをჺくǭーワーȉで表すと（        ）  

šഏの活ѣǁの期ࢳや意ഒをもつことができるよう、子ども自៲が遊びの見ᡫしやਰりᡉりができる場面  

がƋる。  

š保育者が複数の場ӳ、Ӳ保育者のࢫл、援助やᣐॾ等をᛅしӳい、記᠍している。  

šૅ援の必要な子どもがいる場ӳ、̾Кのねらいやૅ援・援助をᅆしている。  

 
保育ਦݰకは、子どもの育ƪやܖびと遊びのつながりをଢᄩにし、保育のねら  

いや活ѣ、保育者の援助等を考えるためにஊјです。しかし、ᚘဒᡫりに「させ
る」のではなく、子どもの実७にұして、௩᠂に保育を展開することにもသ意す
ることがٻЏです。  
 

உやᡵのねらいとༀらしӳǘせ、
子どもの内面に育てたいことを設定
します。  

どǜな行ѣや言ᓶが見られれば、ねらいをᢋ成
していると言えるのか、φ˳的な子どもの姿を୿
きます。  

保育ਦݰక̊  

子どもの育ƪとਦݰᚘဒ（ᧈ期・ჺ期）

とをༀらしӳǘせ、意׋的・ᚘဒ的に構

ेをᇌてます。  

活ѣの意፯・発ᢋやܖびのねらい  

幼児観  

ਦݰ観・ஜ時の手ᇌて  

環境にどのように᧙ǘるか、どǜ

な遊びをするのかをφ˳的にʖेし

て୿きます。  

つながりをもたせる。  

ね ら い に せ ま る た め の 援 助 や 環 境 の 構 成

を焦点化して୿きます。  

ねらいをଢ ᄩに するた

めに、視点を記᠍する場

ӳもƋります。  

各園がᐃめている様ᘧにἢ

て、௚の保育者と┦ㄯしなࡗ

がࡽ保育をᵓ᝿しましࡻう。

ȝǤȳȈĭ 

ᣦᑟ᱌をసᡂするࡇとにࡾࡼ、保育のࡽࡡいや内ᐜ、保育のὶれが᫂☜になࡾ、かࡘ、
とがでࡇ㏉るࡾいて᣺ࡘのጼや保育者の᥼ຓ、⎔ቃのᵓᡂ等にࡶ࡝Ꮚ、ࡁいに基࡙ࡽࡡ
の育ࡶ࡝実践を通して様々なᏊ、ࡾ保育をᵓ᝿した、ࡾࡼとにࡇいを⤠るࡽࡡ。ますࡁ
。ますࡾながࡘとにࡇするࡾけたࡘや学びをぢ取る力をࡕ

 職員ྠኈが୺体的に学びྜうጼໃと⎔ቃが㔜せでࡾ࠶、᪥々の保育実践、園内研修

等を通ࡌて、協働性を高め、保育の質の向上をめࡊしていࡁましࡻう。

 

 

① 参観者の中の代表者がねらいにせまる子どもの姿の写真を撮影  
② 参観者は、保育のねらいに沿って、子どもの姿を付箋に記入し

ながら保育参観  
③ 何枚かの写真をプリントアウトし、職員室の協議テーブルに置

いておく。  
④ 参観者は、記入した付箋を写真の横に貼っておく。  
⑤  担任は、写真と付箋を見て、記録や保育改善に生かす。  

  

 

  

①  参観者が研修テーマに沿った視点で写真を撮影  
②  参観者は、テーマに沿った子どもの姿や環境を見付け、 

付箋またはワークシートに記入  
③  園内研修の進め方  
・グループ（４～５人）を編成する。  
・プリントアウトした写真の中から、グループごとに協議  

したい保育場面の写真を選ぶ。  
・写真の中の子どもの姿（表情やしぐさ等）や環境の構成・

保育者の援助から読み取れる良い点について協議する。  
・さらに、子どもの力を伸ばすために必要な環境と援助につ  

いて協議する。  

                 ４ 園内研修等実践例 幼児教育・幼保小の接続編 

保育者一人一人の専門性の向上、園内全教職員の共通理解や協働性を高め、園全体と
しての保育の質の向上を図るため、各園で計画的に園内研修を実施しています。また、
研究テーマや園や地域の特色を生かした様々な取組が行われています。

園の教育力・保育力向上のため、それぞれの市町村や園における工夫した研修及び実
践例を紹介します。

上記①②の後、参観した職員が集まり、研修を実施  
③  園内研修の進め方  
・写真と付箋をもとに、ねらいにせまる子どもの姿について  

意見交換を行う。  
・上記の子どもの姿は、「幼児期に育みたい資質・能力」の  
 いずれにつながる姿なのか、付箋を活用して意見交換する。  
・園において「育みたい資質・能力」を意識した遊びを展開  

するために、必要な環境構成や保育者の援助について考える。  

研修時間を設定しないでできる  

園内研修  

研修時間を設定した園内研修  

研修テーマに沿った写真を活用した園内研修  

（フォトラーニングの手法）  

担任は、参観者の付箋から、自分では気付かなかった子
どもの姿やつぶやきを知り、より多面的に子どもの姿を捉
え、自分の保育を省察することができます。  

写真を活用することで、協議内容を焦点化し、全員
発言による協働的な研修となります。また、複数の保
育者で協議することで、評価の妥当性や信頼性が高ま
ります。  

知識及 び技能 の基 礎
思考力 ・判断 力・
表現力 等の基 礎

学びに 向かう 力・
人間性 等

実践事例 １ 

実践事例 2 
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ƶǒƍǛଢᄩƴƠƨ̬ᏋਦݰకǛ˺঺Ƣǔ 

Ƃਦݰక˺成時のȁǧȃクȝǤントƃ

š園の૙育・保育Ⴘ೅、めƟす子ども΂につながっている。  

š࠰間ਦݰᚘဒ・உకにつながっている。  

šƂねらいƃとƂ評価ƃがつながっている。  

š子どもがɼ˳的に活ѣする、遊びをつくりЈす展開となっている。  

š環境とのかかǘり方や意ԛに気付き、これらを取りᡂもうとして、ᚾ行ᥴᛚしたり、考えたりするよう

な活ѣとなっている。  

š子どもと保育者、子どもӷٟがݣᛅする場面を設定している。  

šねらいをᢋ成するための環境構成・保育者の援助をᅆしている。  

эஜ時のねらいをჺくǭーワーȉで表すと（        ）  

šഏの活ѣǁの期ࢳや意ഒをもつことができるよう、子ども自៲が遊びの見ᡫしやਰりᡉりができる場面  

がƋる。  

š保育者が複数の場ӳ、Ӳ保育者のࢫл、援助やᣐॾ等をᛅしӳい、記᠍している。  

šૅ援の必要な子どもがいる場ӳ、̾Кのねらいやૅ援・援助をᅆしている。  

 
保育ਦݰకは、子どもの育ƪやܖびと遊びのつながりをଢᄩにし、保育のねら  

いや活ѣ、保育者の援助等を考えるためにஊјです。しかし、ᚘဒᡫりに「させ
る」のではなく、子どもの実७にұして、௩᠂に保育を展開することにもသ意す
ることがٻЏです。  
 

உやᡵのねらいとༀらしӳǘせ、
子どもの内面に育てたいことを設定
します。  

どǜな行ѣや言ᓶが見られれば、ねらいをᢋ成
していると言えるのか、φ˳的な子どもの姿を୿
きます。  

保育ਦݰక̊  

子どもの育ƪとਦݰᚘဒ（ᧈ期・ჺ期）

とをༀらしӳǘせ、意׋的・ᚘဒ的に構

ेをᇌてます。  

活ѣの意፯・発ᢋやܖびのねらい  

幼児観  

ਦݰ観・ஜ時の手ᇌて  

環境にどのように᧙ǘるか、どǜ

な遊びをするのかをφ˳的にʖेし

て୿きます。  

つながりをもたせる。  

ね ら い に せ ま る た め の 援 助 や 環 境 の 構 成

を焦点化して୿きます。  

ねらいをଢ ᄩに するた

めに、視点を記᠍する場

ӳもƋります。  

各園がᐃめている様ᘧにἢ

て、௚の保育者と┦ㄯしなࡗ

がࡽ保育をᵓ᝿しましࡻう。

ȝǤȳȈĭ 

ᣦᑟ᱌をసᡂするࡇとにࡾࡼ、保育のࡽࡡいや内ᐜ、保育のὶれが᫂☜になࡾ、かࡘ、
とがでࡇ㏉るࡾいて᣺ࡘのጼや保育者の᥼ຓ、⎔ቃのᵓᡂ等にࡶ࡝Ꮚ、ࡁいに基࡙ࡽࡡ
の育ࡶ࡝実践を通して様々なᏊ、ࡾ保育をᵓ᝿した、ࡾࡼとにࡇいを⤠るࡽࡡ。ますࡁ
。ますࡾながࡘとにࡇするࡾけたࡘや学びをぢ取る力をࡕ

 職員ྠኈが୺体的に学びྜうጼໃと⎔ቃが㔜せでࡾ࠶、᪥々の保育実践、園内研修

等を通ࡌて、協働性を高め、保育の質の向上をめࡊしていࡁましࡻう。

 

 

① 参観者の中の代表者がねらいにせまる子どもの姿の写真を撮影  
② 参観者は、保育のねらいに沿って、子どもの姿を付箋に記入し

ながら保育参観  
③ 何枚かの写真をプリントアウトし、職員室の協議テーブルに置

いておく。  
④ 参観者は、記入した付箋を写真の横に貼っておく。  
⑤  担任は、写真と付箋を見て、記録や保育改善に生かす。  

  

 

  

①  参観者が研修テーマに沿った視点で写真を撮影  
②  参観者は、テーマに沿った子どもの姿や環境を見付け、 

付箋またはワークシートに記入  
③  園内研修の進め方  
・グループ（４～５人）を編成する。  
・プリントアウトした写真の中から、グループごとに協議  

したい保育場面の写真を選ぶ。  
・写真の中の子どもの姿（表情やしぐさ等）や環境の構成・

保育者の援助から読み取れる良い点について協議する。  
・さらに、子どもの力を伸ばすために必要な環境と援助につ  

いて協議する。  

                 ４ 園内研修等実践例 幼児教育・幼保小の接続編 

保育者一人一人の専門性の向上、園内全教職員の共通理解や協働性を高め、園全体と
しての保育の質の向上を図るため、各園で計画的に園内研修を実施しています。また、
研究テーマや園や地域の特色を生かした様々な取組が行われています。

園の教育力・保育力向上のため、それぞれの市町村や園における工夫した研修及び実
践例を紹介します。

上記①②の後、参観した職員が集まり、研修を実施  
③  園内研修の進め方  
・写真と付箋をもとに、ねらいにせまる子どもの姿について  

意見交換を行う。  
・上記の子どもの姿は、「幼児期に育みたい資質・能力」の  
 いずれにつながる姿なのか、付箋を活用して意見交換する。  
・園において「育みたい資質・能力」を意識した遊びを展開  

するために、必要な環境構成や保育者の援助について考える。  

研修時間を設定しないでできる  

園内研修  

研修時間を設定した園内研修  

研修テーマに沿った写真を活用した園内研修  

（フォトラーニングの手法）  

担任は、参観者の付箋から、自分では気付かなかった子
どもの姿やつぶやきを知り、より多面的に子どもの姿を捉
え、自分の保育を省察することができます。  

写真を活用することで、協議内容を焦点化し、全員
発言による協働的な研修となります。また、複数の保
育者で協議することで、評価の妥当性や信頼性が高ま
ります。  

知識及 び技能 の基 礎
思考力 ・判断 力・
表現力 等の基 礎

学びに 向かう 力・
人間性 等

実践事例 １ 

実践事例 2 
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Ჶ環境構成׋  

園内研修の内容を৷ቦして˺成Ჸ  

① 参観者は、ɟ人ɟ人の子どもの遊びのಮ子、ѣき  

を環境構成׋に୿きᡂみながら参観  

② 園内研修の進め方  

・ƦれƧれの子どもの遊びのಮ子をˡえながら、子

どものѣき等を׋に୿きᡂǉ。  

 （ᛡとどのように遊ǜでいたか、遊びの  

場をどのように選ǜでいたのか、どǜなኺ᬴を  

しているのか等）  

・保育者は、どのような援助をしていたのか、どǜ  

な援助や環境構成が必要でƋるのか協議  

する。  

・遊びの中で見られた「幼児期のኳǘりまでに育  

ってǄしい姿」について協議する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

A ඣ

A ඣ

B ඣ

C ඣ

D・E ඣ

D・E ඣ

F ඣ

G・H ඣ

J ඣ

I ඣ

⣬㣕行ᶵな࡝
をసるが、㏵୰
でやめてṌࡁ
ᅇる。

ࠐ ࠐ ࡈ ࡗ ࡇ
で な ࡾ ࡁ ࡗ
て㐟ࡪ。

⮬とࡾࡃࡗࡌ
ศで㓄⨨を考
᝿ീしな、࠼
がࡽ㐟ࡪ。

㏵୰か࣑ࢻࡽ
てࡆなࡘをࣀ
ᴦしࡴ。

思考力の

ⱆ生࠼

協ྠ性

㇏かなឤ
性と表現

ままࡈとで
౑うࡶのを
᪂⪺⣬等で
సる。㸦┠
的ព識㸧

ᗈ࿌な࡝を
౑ࡗて、࣓
ー表をࣗࢽ
సる。

環境構成׋を活用した  

園内研修  

 

環境構成׋を活用することで、子どものѣዴ
を意識した環境をૢえたり、子どもɟ人ɟ人の
遊びのಮ子やӐᢋ᧙̞等の全˳΂を̳ყするこ
とができ、視ᙾ的に捉えやすくなります。  

また、൑ଐの保育室内の  
環境を子どものᐻԛ・᧙࣎等  
にӳǘせて、意׋的に構成し  
ていくためにஊјです。  

 

᱈色の௜ ⟢

㯤色の௜ ⟢

Ỉ色の௜ ⟢

園のめƟす子ども΂を  

ǫリǭȥラȠに生かす園内研修  

 
園内研修の進め方  
・園の子どもの実७について意見交換する。  

（良い面・伸びてきている面、気になる面・ᛢ᫆等）  
・子どもの実७をƾまえ、園のめƟす子ども΂をφ˳的に

捉えႺし、付箋に୿く。  
（Ӳŷの子ども΂ごとに付箋のᑥを٭える。）  

・上記の子どもの姿（付箋）を「育みたい資質・能力」に  
分᫏する。Ჶèӫの写真Ჸ  

・「園において育みたい資質・能力」（᣻点Ⴘ೅）」につ
いて協議する。  

・上記の᣻点Ⴘ೅を全職員でσᡫྸᚐし、園の「全˳的な
ᚘဒ」「૙育ᛢᆉ」等にˮ置付ける。  

・ Ӳ࠰ᱫの૙育Ⴘ೅と「園において育みたい資質・能力（᣻
点Ⴘ೅）」とがつながっているか、Ӳ࠰ᱫの૙育Ⴘ೅は、
ኒወ的になっているのか意見交換し、ǫリǭȥラȠの改
善を行う。  

 園におけるめƟす子ども΂をႸのЭの子どもたƪの姿と
ༀらしӳǘせて考えることで、ҡ園までに育てたい子ども
の姿をଢᄩにすることができます。  
 また、ஜ研修で全職員が参ဒし、協議したことを、全˳
的なᚘဒやӲ࠰ᱫのਦݰᚘဒ等の˺成・改善に生かすこと
は、全職員の協力˳Сのɦ、ኵጢ的かつᚘဒ的にǫリǭȥ
ラȠ・マȍǸȡントを実施し、園における૙育活ѣの質の
Ӽ上を׋ることにつながります。  

èᲶ園のめƟす子ども΂を「育みたい資  

質・能力」に分᫏した೉ᡯኡᲸ  

実践事例 ᵑ 

 

実践事例 ᾃ 

 

                                     

ᯓ取ࠊにおいては、πᅶᇌ・施設ᆔ（保育
৑・ᛐ定こども園・ݱᙹ೉ʙಅ৑等）のғК
なく、Ӳᆔ研修˟を実施しています。研修を
ᡫơて、ʝいの保育を参観したりಮŷなテー
マに沿って、情إ交換・意見交換をしたりし
ています。ࠊ全˳で保育Ⴘ೅をσஊし、σᡫ
ྸᚐをขめ、保育のݦᧉ性を高めていくこと
につながっています。  

ᲶǄいくかがやき実ោ研修˟Ჸ  

ထ஭によるࠊ  

研修˳Сのૢͳ  

 

「幼児期のኳǘりまでに育ってǄしい姿」の  

記録、ྸᚐ・գ発の取ኵ  

ο᪽ထの園では、ଐᛏに「幼児期のኳǘりま
でに育ってǄしい姿」について記᠍しています。
ʻଐの保育の中で見られた子どもの姿をクラǹ
全˳のಮ子で捉えたり、ɟ人ɟ人の子どもの姿
で記᠍したりして記録をᔛᆢすることにより、
保育要録のᙀ助資૰となります。  

また、保ᜱ者にݣしても園の保育Ⴘ೅やめƟ
す子ども΂とともに「幼児期のኳǘりまでに育
ってǄしい姿」についてᛟଢし、園における子
どものܖびや育ƪについて྘᧙ਫ਼ᅆでኰʼして
います。  

 

ᲶǨリアК研修˟Ჸ

πᇌ保育園全職員をݣᝋとし

ᡈᨩの園でグループをኵみ、研

修を自ɼᢃփしています。グル

ープӸを考えたり、ұ保育に生

かせる実২的な内容等をኵみ入

れたりして、グループのニーǺ

にࣖơた研修を行っています。  

ݣ ᝋ を Ӳ 園 の ɼ

任 ・ ɼ ࠴ 保 育 ٟ と

し 、 π ᅶ ᇌ ᧙ ̞ な

く、π開保育をもと

に 協 議 し ま す 。 ま

た、ᯓ取ܖٻの૙੉

ᨉ や ᯓ 取 ࠊ 子 ど も

ܼ ࡊ ᛢ ӏ び Ⴤ 幼 児

૙ 育 ǻ ン ǿ ー の ǹ

ǿ ȃ フ と σ に ܖ び

をขめます。  

クラǹ全˳の姿  

ɟ人ɟ人の姿  

Ჶ5 ബ児の̊Ჸ  

どの࠰ᱫも「幼児期のኳǘりまでに育って

Ǆしい姿」を記録しています。  

実践事例 ᾄ 

 

実践事例 ᾅ 
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Ჶ環境構成׋  

園内研修の内容を৷ቦして˺成Ჸ  

① 参観者は、ɟ人ɟ人の子どもの遊びのಮ子、ѣき  

を環境構成׋に୿きᡂみながら参観  

② 園内研修の進め方  

・ƦれƧれの子どもの遊びのಮ子をˡえながら、子

どものѣき等を׋に୿きᡂǉ。  

 （ᛡとどのように遊ǜでいたか、遊びの  

場をどのように選ǜでいたのか、どǜなኺ᬴を  

しているのか等）  

・保育者は、どのような援助をしていたのか、どǜ  

な援助や環境構成が必要でƋるのか協議  

する。  

・遊びの中で見られた「幼児期のኳǘりまでに育  

ってǄしい姿」について協議する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

A ඣ

A ඣ

B ඣ

C ඣ

D・E ඣ

D・E ඣ

F ඣ

G・H ඣ

J ඣ

I ඣ

⣬㣕行ᶵな࡝
をసるが、㏵୰
でやめてṌࡁ
ᅇる。

ࠐ ࠐ ࡈ ࡗ ࡇ
で な ࡾ ࡁ ࡗ
て㐟ࡪ。

⮬とࡾࡃࡗࡌ
ศで㓄⨨を考
᝿ീしな、࠼
がࡽ㐟ࡪ。

㏵୰か࣑ࢻࡽ
てࡆなࡘをࣀ
ᴦしࡴ。

思考力の

ⱆ生࠼

協ྠ性

㇏かなឤ
性と表現

ままࡈとで
౑うࡶのを
᪂⪺⣬等で
సる。㸦┠
的ព識㸧

ᗈ࿌な࡝を
౑ࡗて、࣓
ー表をࣗࢽ
సる。

環境構成׋を活用した  

園内研修  

 

環境構成׋を活用することで、子どものѣዴ
を意識した環境をૢえたり、子どもɟ人ɟ人の
遊びのಮ子やӐᢋ᧙̞等の全˳΂を̳ყするこ
とができ、視ᙾ的に捉えやすくなります。  

また、൑ଐの保育室内の  
環境を子どものᐻԛ・᧙࣎等  
にӳǘせて、意׋的に構成し  
ていくためにஊјです。  

 

᱈色の௜ ⟢

㯤色の௜ ⟢

Ỉ色の௜ ⟢

園のめƟす子ども΂を  

ǫリǭȥラȠに生かす園内研修  

 
園内研修の進め方  
・園の子どもの実७について意見交換する。  

（良い面・伸びてきている面、気になる面・ᛢ᫆等）  
・子どもの実७をƾまえ、園のめƟす子ども΂をφ˳的に

捉えႺし、付箋に୿く。  
（Ӳŷの子ども΂ごとに付箋のᑥを٭える。）  

・上記の子どもの姿（付箋）を「育みたい資質・能力」に  
分᫏する。Ჶèӫの写真Ჸ  

・「園において育みたい資質・能力」（᣻点Ⴘ೅）」につ
いて協議する。  

・上記の᣻点Ⴘ೅を全職員でσᡫྸᚐし、園の「全˳的な
ᚘဒ」「૙育ᛢᆉ」等にˮ置付ける。  

・ Ӳ࠰ᱫの૙育Ⴘ೅と「園において育みたい資質・能力（᣻
点Ⴘ೅）」とがつながっているか、Ӳ࠰ᱫの૙育Ⴘ೅は、
ኒወ的になっているのか意見交換し、ǫリǭȥラȠの改
善を行う。  

 園におけるめƟす子ども΂をႸのЭの子どもたƪの姿と
ༀらしӳǘせて考えることで、ҡ園までに育てたい子ども
の姿をଢᄩにすることができます。  
 また、ஜ研修で全職員が参ဒし、協議したことを、全˳
的なᚘဒやӲ࠰ᱫのਦݰᚘဒ等の˺成・改善に生かすこと
は、全職員の協力˳Сのɦ、ኵጢ的かつᚘဒ的にǫリǭȥ
ラȠ・マȍǸȡントを実施し、園における૙育活ѣの質の
Ӽ上を׋ることにつながります。  

èᲶ園のめƟす子ども΂を「育みたい資  

質・能力」に分᫏した೉ᡯኡᲸ  

実践事例 ᵑ 

 

実践事例 ᾃ 

 

                                     

ᯓ取ࠊにおいては、πᅶᇌ・施設ᆔ（保育
৑・ᛐ定こども園・ݱᙹ೉ʙಅ৑等）のғК
なく、Ӳᆔ研修˟を実施しています。研修を
ᡫơて、ʝいの保育を参観したりಮŷなテー
マに沿って、情إ交換・意見交換をしたりし
ています。ࠊ全˳で保育Ⴘ೅をσஊし、σᡫ
ྸᚐをขめ、保育のݦᧉ性を高めていくこと
につながっています。  

ᲶǄいくかがやき実ោ研修˟Ჸ  

ထ஭によるࠊ  

研修˳Сのૢͳ  

 

「幼児期のኳǘりまでに育ってǄしい姿」の  

記録、ྸᚐ・գ発の取ኵ  

ο᪽ထの園では、ଐᛏに「幼児期のኳǘりま
でに育ってǄしい姿」について記᠍しています。
ʻଐの保育の中で見られた子どもの姿をクラǹ
全˳のಮ子で捉えたり、ɟ人ɟ人の子どもの姿
で記᠍したりして記録をᔛᆢすることにより、
保育要録のᙀ助資૰となります。  

また、保ᜱ者にݣしても園の保育Ⴘ೅やめƟ
す子ども΂とともに「幼児期のኳǘりまでに育
ってǄしい姿」についてᛟଢし、園における子
どものܖびや育ƪについて྘᧙ਫ਼ᅆでኰʼして
います。  

 

ᲶǨリアК研修˟Ჸ  

πᇌ保育園全職員をݣᝋとし

ᡈᨩの園でグループをኵみ、研

修を自ɼᢃփしています。グル

ープӸを考えたり、ұ保育に生

かせる実২的な内容等をኵみ入

れたりして、グループのニーǺ

にࣖơた研修を行っています。  

ݣ ᝋ を Ӳ 園 の ɼ

任 ・ ɼ ࠴ 保 育 ٟ と

し 、 π ᅶ ᇌ ᧙ ̞ な

く、π開保育をもと

に 協 議 し ま す 。 ま

た、ᯓ取ܖٻの૙੉

ᨉ や ᯓ 取 ࠊ 子 ど も

ܼ ࡊ ᛢ ӏ び Ⴤ 幼 児

૙ 育 ǻ ン ǿ ー の ǹ

ǿ ȃ フ と σ に ܖ び

をขめます。  

クラǹ全˳の姿  

ɟ人ɟ人の姿  

Ჶ5 ബ児の̊Ჸ  

どの࠰ᱫも「幼児期のኳǘりまでに育って

Ǆしい姿」を記録しています。  

実践事例 ᾄ 

 

実践事例 ᾅ 
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